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1 1 3 =sum(A1:B1)
2 2 4 =sum(A2:B2)
3 =sum(A1:A2) =sum(B1:B2) =sum(A3:B3)
これを入力すると、以下のようになる(sum(A1:B1)は、A1 セルから B1 セルまでの数値の和を取る関数)。
A B C
1 1 3 4
2 2 4 6














○ Microsoft Office 互換で、かつ対抗するフリーウェア（StarSuite はフリーの OpenOffice をベースに
Sun が開発しているもの）。Word に対して Writer, Excel に対して Calc, Powerpoint に対して
Impress, と MS Office 互換のソフトを開発している。MS Office で作成されたファイルを開くことがで
き、また MS Office で読めるような形式で保存することも可能。ただし、日本語を含むファイル、罫線
を多く含むファイルは、開けるものの、レイアウトが崩れる場合も多い（時とともに改善されつつある）。
○ Windows, Mac, Linux 上で使える。
○ 海外では、経費節減のため、MS Office から OpenOffice に役場ぐるみで乗り換えることを検討して
いる自治体もあるらしい。
● Lotus 1-2-3













ラッグし、A10 まで持っていく。ドロップすると、「１」が 10 個ならぶはずである。
　次に、右下に「オートフィル　オプション」が出ているので、このマークの右側をクリックし、「連続データ」を選ぶ。
すると、１から１０まで数字が並ぶ。







A1:A10 と書き換え、リターンを押す。すると、A1～A10 の平均値が出る。コロン（：）で区切れば A1～A10,カンマ











曜日が一文字で表示される。aaa のかわりに aaaa だと○曜日、ddd, dddd だと英語で表示される。
　ここで、1945 年 8 月のカレンダーを作ってみよう。上のやり方に従って、日付、曜日が表示されるようにする。
折角なので、広島、長崎に原爆が投下された日(8/6,8/9)、終戦記念日(8/15)のところにその旨書き込んでみよ













力したデータが、コンマで区切られて並んでいることが分かる。これが CSV 形式である（Comma Separated
Values; コンマ区切りテキスト）。たとえばノートパッドを使ってコンマで区切ったデータを作り、拡張子を csv にし
て保存すれば、エクセルで読み込むことが出来る。
　ただし、これはデータのみを保存する形式であるため、当然ながらフォント情報や罫線などは保存されないこと
に注意しなければならない。
　他の人、特に社会に出てからは他の企業・団体等とデータをやり取りする際、必要になることがあり得るので、
CSV 形式の存在については頭においておくこと。
７．今後の予定について
